
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シロアリ活動を検出しそして撲滅するためのシロアリ殺虫餌管装置において、
　地中に固定して値え込まれる少なくとも一つの開口（２）が設けられた外側ハウジング
（１）と、
　該外側ハウジング（１）内に取外し可能に収容される内側ハウジング（７）と、
　該内側ハウジング（７）を該外側ハウジング（１）に取外し可能に結合するための手段
とを具備し、
　該内側ハウジング（７）には少なくとも 開口（８）が設けられ、そして内側ハウ
ジング（７）は該外側ハウジング（１）に対して 回転可能であり、該
外側ハウジング（１）に対して該内側ハウジング（７）を
回転させると該外側ハウジング（１）における該少なくとも一つの開口（２）と該内側ハ
ウジング（７）における該少なくとも一つの開口（８）とが実質的に整列するようになっ
ているシロアリ殺虫餌管装置。
【請求項２】
該内側ハウジング及び該外側ハウジング（７、１）がねじ掛合によって結合されている請
求項１に記載の装置。
【請求項３】
該ねじ掛合が、単一リードねじ（６）であり、該内側ハウジング（７）を該外側ハウジン
グ（１）に回転可能に結合するために該回転可能な内側ハウジング（７）の一部に配置さ
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れ、該単一リードねじに沿った該外側ハウジングに対する該内側ハウジングの回転を提供
する請求項 に記載の装置。
【請求項４】
該外側ハウジング（１）地中に固定して植え込まれ該内側ハウジング（７）が該外側ハウ
ジング（１）に対して回転される時、該外側ハウジング（１）の回転に対抗するために該
外側ハウジング（１）の外面から外向きに伸びる少なくとも一つの外向き要素をさらに含
み、該外向き要素は該外側ハウジング（１）の該外面から放射状外側に突き出る少なくと
も一つのくさび形隆起（５）を具備する請求項１に記載の装置。
【請求項５】
該内側ハウジング（７）における該少なくとも一つの開口（８）の周りに配設された上昇
周囲部分（２７）をさらに含み、該上昇周囲部分（２７）が、該内側ハウジング（７）の
外面から外側に突き出し、該外側ハウジング（１）の内面に当接し、該外側ハウジング（
１）における該少なくとも一つの開口（２）を該内側ハウジング（７）における該少なく
とも一つの開口（８）と連結する連続的通路を規定する請求項１に記載の装置。
【請求項６】
該外側ハウジング（１）から放射状外側に突き出る周囲フランジ（１３）をさらに含み、
該フランジは、外側リム（２２）、該外側リム（２２）に交差する複数の放射状セグメン
ト（１２）、及び該放射状セグメント（１２）の間に規定される複数の空間を規定する請
求項１に記載の装置。
【請求項７】
該内側ハウジング（７）において餌材料と混合される水を選択的に放出するための、該内
側ハウジング（７）の上端部に取外し可能に収容された、計量カップ（１５）をさらに含
む請求項１に記載の装置。
【請求項８】
該内側ハウジング（７）に取外し可能に収容された計量カップ（１５）、該外側ハウジン
グ（１）から放射状外側に突き出る周囲フランジ（１３）、及び該計量カップ（１５）と
該フランジ（１３）の上に除去可能に取り付けられたたわみカバー（１９）をさらに含み
、該たわみカバー（１９）は、該計量カップ（１５）のリム部分に解放可能に掛合するよ
うに適合された中央部分を規定し、該たわみカバー（１９）は、該外側ハウジング（１）
から外側に突き出る該フランジ（１３）の外側リム部分において取外し可能に収容される
ように適合された外側周囲部分を規定する請求項１に記載の装置。
【請求項９】
シロアリ活動を検出しそして撲滅するための装置において、
　地中に固定して植え込まれる外側ハウジング（１）と、
　該外側ハウジング（１）内に取外し可能に収容され、該外側ハウジング（１）に取外し
可能に結合するために該外側ハウジング（１）に対して回転可能な内側ハウジング（７）
とを具備し、該内側ハウジング（７）には少なくとも 開口（８）が設けられ、そし
て該外側ハウジング（１）には少なくとも 開口（２）が設けられ、所定方向で最大
角範囲を通じて該外側ハウジング（１）に対して該内側ハウジング（７）を回転させると
、該外側ハウジング（１）における該少なくとも一つの開口（２）と該内側ハウジング（
７）における該少なくとも一つの開口（８）とが実質的に整列し、該外側ハウジング（１
）の外部と該内側ハウジング（７）の内部との間を通じる通路が形成されるように、該内
側及び外側ハウジング（７、１）における該開口（８、２）が配置された装置。
【請求項１０】
シロアリ活動を検出しそして撲減するための方法において、
　少なくとも一つの開口（２）を有する外側ハウジング（１）を固定して地中に植え込む
段階と、
　外側ハウジング（１）の中に少なくとも一つの開口（８）を設けた内側ハウジング（７
）を配置する段階と、
　該内側ハウジング（７）を該外側ハウジング（１）に取外し可能に結合し、該内側ハウ
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ジング（７）に設けた少なくとも一つの開口（８）と該外側ハウジング（１）に設けた該
少なくとも一つの開口（２）を実質的に整列させるために、該内側及び外側ハウジング（
７、１）のねじ部分（６）に沿って該外側ハウジング（１）に対して所定の最大角距離だ
け該内側ハウジング（７）を回転させる段階とを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の背景】
本発明は、地中に植え込まれた餌含有装置によってシロアリ活動を検出し撲滅するための
方法及び器具に向けられる。
【０００２】
米国特許第５ ,３２９ .７２６号明細書は、餌カートリッジが地中に植え込まれたハウジン
グ内に除去可能に収容される発明の実施態様を含むシロアリ探知及び撲滅のためのシステ
ムを開示する。非毒性の餌材料がカートリッジの中に供給され、シロアリ活動の検査のた
めにハウジングから定期的に除去される。シロアリ活動が存在する場合に、元の餌材料を
、シロアリ活動を撲滅するために毒物と交換する。永久に植え込まれたハウジングの開口
から、シロアリは、ハウジングの中の材料へ接近し、そして、シロアリが開口へ導かれる
ことを保証するために、ハウジングの開口とシロアリにより地面に確立された通路は整列
して維持される。米国特許第５ ,３２９ ,７２６号明細書の開示は、参照することにより本
明細書中に明白に組み入れられる。
【０００３】
本発明の目的は、地面に永久に植え込まれた開口外側ハウジングと、外側ハウジング内に
除去可能に収容され、シロアリ活動を監視しそして撲滅するためのねじ結合された餌含有
内側ハウジングとを含み、そして内側及び外側ハウジングの開口が整列して維持されるこ
とを保証する改良された地中装置を提供することである。
【０００４】
本発明の更なる目的は、地中に設置された時、装置への耐干渉性と、子供とペットに対す
る安全を確保するための、除去可能なたわみカバーを含む前述のタイプの装置を提供する
ことである。
【０００５】
発明の更なる目的は、外側ハウジングを地中に固定して植え込むための改良手段と、固定
した外側ハウジングに関して内側ハウジングを回転させるための改良手段を提供すること
である。
【０００６】
他の目的、特徴、及び、本発明の利点は、次の議論から明白になるであろう。
【０００７】
【発明の要約】
シロアリ活動を監視しそして撲滅するための装置は、地中に永久に植え込まれるように適
合された第１外側ハウジングを含む。外側ハウジングは、一般に管状の形であり、そして
、シロアリによる接近を許容するために、その外面において少なくとも１つの開口を設け
る。少なくとも１つの突起が、地中に植え込まれた後に、外側ハウジングの回転を防止す
るために、外側ハウジングの外面から放射状に外向きに突出する。少なくとも１つの開口
を規定する内側ハウジングは、外側ハウジングの形状に一般に順応する餌管を具備し、そ
して、外側ハウジングの中に除去可能に収容される。内側管と外側管は、ねじにより除去
可能に連結され、そして、所定の方向における外側管に関する内側管の最大回転により、
外側管において設けられた開口が、内側管において設けられた開口と整列することが確保
されるように、相互に関して作動可能に配置される。このようにして、装置がその動作位
置にある時、内側管は、外側管の中に確実に収容され、内側管の除去と交換による内側管
と外側管の開口の整列が、内側管を外側管に関して最大角距離だけ回転させることにより
、自動的に達成される。
【０００８】
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発明の更なる態様において、外側管の底端は、地中への駆動を促進するように差し向けら
れ、内側ハウジング内の餌材料に集積する過剰水の排水に可能にするために、開口が内側
管と外側管において設けられ、そして、内側管の外面と外側管の内面との間の隙間が、内
側管において設けられた開口の周りのボスによって縮小され、それぞれの管における対応
する整列開口の間に連続的通路が設けられる。内側ハウジング内の餌材料と配合される水
を供給するための計量カップは、摩擦嵌合により内側ハウジングの上に除去可能に取り付
けられる。計量カップの周辺に設けたスプライン又はラグは、計量カップと内側管を解放
可能に嵌合わせるために、内側管において設けられた相補的な凹部の中に収容される。従
って、計量カップの回転は、内側ハウジングの除去及び交換のために、外側ハウジングに
関する内側ハウジングの回転を生じさせる。
【０００９】
本発明のさらに他の態様において、装置は、計量カップと内側管への接近を防止するため
に、計量カップの上に中央部分を除去可能に取り付けたたわみカバーを含む。カバーは、
外側ハウジングの上部から放射状の外向きフランジにおいて構成した凹部に収容される周
囲部分を含む。カバーの中央部分は、フランジからカバーの周囲部分を解放するように曲
げられ、カバーの下の計量カップにおけるスプライン又はラグへツールを接近させ、固定
した外側ハウジングから内側ハウジングを取外すために、計量カップを回転させる。
【００１０】
外側ハウジングの上部から外側に突き出るフランジは、開口を構成する放射状に離間した
複数のリブを含み、外側ハウジングが地中に植え込まれた後、砂、土、又は他のフィラー
材料で外側ハウジングの外面と地面の間の隙間を埋めさせ、外側ハウジングに隣接する連
続的な地形を設け、外側ハウジングに構成した開口につながるシロアリによる通路の穴堀
りを可能にする。
【００１１】
本発明によるシロアリ探知及び撲滅装置は、地面にしっかりと植え込まれた外側管に対す
る餌含有内側管の迅速かつ効率的な除去及び再挿入を可能にし、内側管と外側管における
それぞれの開口が、自動的に整列して維持されることを保証する。
【００１２】
【発明の説明】
本発明による地中シロアリ活動を監視しそして撲滅するための装置が、図面の図１～図６
Ｂを参照して、以下に論じられる。まず、図１と図２を参照すると、外側管状ハウジング
は、参照番号１によって示され、そして、内側管状ハウジングは、参照番号７によって示
される。図１と図２に例証された如く、内側管は、参照番号６によって示された単一のリ
ードねじによって外側管の中に除去可能に収容される。内側管が、内側管におけるねじ６
に沿って、外側管に関して所定方向に最大角距離だけ回転される時、装置は、図１と図２
に示された如く、その動作位置にあり、この場合、外側管において構成した傾斜案内縁３
を有する複数の入口スロットは、内側管７において構成した対応するスロット８と整列し
、内側管と外側管を通って、内側管７の中の餌材料１０へシロアリを案内するために、参
照番号４によって示された狭い通路を規定する。外側管と内側管において構成した対応す
るスロット２と８の寸法は、シロアリを内側管に入らせ、餌を与えるが、大きな昆虫及び
動物が餌材料に接近するのを排除するように選択される。内側管は、内側管が外側管から
外れるまで、規定した単一リードねじ６に沿って内側管７を反対の所定方向に回転させる
ことにより、外側管から選択的に取外され、そして上方に引き上げられて取り外され、餌
材料におけるシロアリ活動の検査と、餌材料の補給及び交換が行われる。内側管が、適正
な所定方向における最大角距離の相対的回転によって外側管の中に再設置される時、それ
ぞれのスロット８と２は、自動的に再整列し、それぞれ、内側管と外側管７、１を通じる
通路を与えるための連続的通路４が再び設けられる。
【００１３】
本発明による装置の動作において、外側管状ハウジング１は、地中に永久に固定して植え
込まれる。外側管の先鋭な前端部は、地中への外側管の駆動を促進する。図１と図２によ
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って例証された如く、一般にくさび形状の隆起５を含む複数の外向き要素は、外側ハウジ
ング１の外面において構成されたスロット２の列の間の外側管状ハウジング１の外面に取
り付けられる。好ましくは、図２に例証された如く、要素５は、放射状方位において外側
に突き出し、外側管状ハウジング１の外面において構成した開口２の垂直列の間に離間し
た垂直列における外側管の外面に沿って配置される。放射状くさび形状要素５は、地中に
植え込まれたならば、外側管状ハウジング１の回転を防止するために設けられ、特に、固
定して植え込まれた外側管状ハウジング１に対して内側管状ハウジングを除去又は再設置
するために、リードねじ６に沿って外側ハウジングに関して回転された時、外側ハウジン
グの回転を遅らせる。また、図２に例証された如く、内側ハウジング７は、その下端部に
近接して排水口１１が設けられ、そして、外側管状ハウジング１は、その下端部に近接し
、かつ、内側ハウジングにおける排水口１１に近接して、排水口１１Ａが設けられる。こ
のようにして、内側餌ハウジング７の中に集積する過剰湿気は、装置から放出され、そし
て、その中に蓄積されない。
【００１４】
図４は、それぞれ、外側管１と内側管７において構成した整列した開口２の詳細な構造を
示し、内側管と外側管を通して、内側餌管への通路を設けるための通路４の一つを規定す
る。図２において同じく示されたボス２７は、内側ハウジングの外面において構成したス
ロット８の一般に矩形の周囲に設けられる。ボス２７は、連続的通路４を規定するために
、外側ハウジング１の内面に当接する。内側ハウジングにおけるスロット８の周辺の外側
に伸びているボス２７の供給の結果として、間隙又はスペース９は、内側ハウジングの外
面と外側ハウジングの内面の間に規定される。スペース９は、さらに、外側の管状ハウジ
ング１の外の地面及び環境条件から、内側の管状ハウジング７の中で餌材料を絶縁し、保
護する。
【００１５】
図１と図２を再び参照すると、リング又はフランジ１３は、外側ハウジング１の上部分の
周辺に設けられる。図３は、開口１４を規定する複数の放射状に方向付けられたスポーク
セグメント１２を含む放射状に伸びているフランジ１３の上面図を示す。開口１４は、ほ
こり又は砂の導入を可能にし、外側ハウジング１の外面と、外側ハウジング１が最初に地
中へ押し込まれた後、装置が植え込まれた地面の間の間隙を満たす。フランジ１３の周囲
は、凹部２６を規定し、以下に論じられる如く、組み立てられ植え込まれた装置の除去可
能なたわみカバーの縁を収容する。
【００１６】
図５は、参照番号１５によって一般に示された計量カップを例証するが、図１と図２で例
証された如く、内側の餌管７の開頂部において摩擦嵌合で除去可能に収容される。計量カ
ップ１５は、内側の餌管７の中の餌材料１０へ下方に水をしたたらせるために、底面３２
において中心的に配置された開口３０を規定する。図１と図２の参照番号１６は、一般に
、計量カップが除去可能に、内側の餌管の上部分に摩擦嵌合される領域を示す。図２によ
って更に明瞭に示される如く、スプライン又はラグ１７は、計量カップの上面の周囲から
外側に伸び、そして、スプラインの下方部分は、内側の餌管７の上部分において構成され
た相補的凹部１８において収容され、計量カップを除去可能な摩擦嵌合において内側の餌
管の中に確実に入れ子にさせる。計量カップ上のスプラインと餌管における凹部の間の除
去可能なロック掛合の結果として、外側ハウジングに関する計量カップの回転はまた、相
応して、外側の管状ハウジング１に関して内側の餌管７の回転をもたらす。従って、計量
カップ上のスプラインの回転は、内側管の餌材料の検査と交換のために、外側管からの内
側管の除去、もしくは、その再設置を可能にする。
【００１７】
装置が、図１と図２で示される如く組み立てられる時、計量カップ１５は、内側の餌ハウ
ジング７の中の餌材料１０の上に位置付けられる。計量カップの底面３２において構成し
た開口３０によって、適切な量の水は餌材料を動かすために、計量カップから下方の餌材
料１０へしたたる。上で論じられた如く、内側及び外側ハウジング７、１の底面において
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構成した排水口１１、１１Ａは、過剰水が装置の中に集積されることを防止する。好まし
くは、計量カップから下方にしたたる水による餌材料の作動の前に、内側の餌管７の内壁
は、内側の餌管においスロット８を一時的に密封するための溶解性の紙で裏張りされ、装
置の輸送、装填又は地中への埋め込み中、餌材料１０がスロットを通って漏れるのを防止
している。餌材料を湿らせ動かすための計量カップからの水の放出はまた、スロットを開
くために、スロット８を覆う紙を溶かし、そして、シロアリによる餌材料への接近を許容
する。
【００１８】
図６Ａと図６Ｂは、それぞれ、図１と図２で示された如く、組み立てられた装置の頂部に
取り付けたたわみカバー１９の上面と底面を示す。カバーは、中央に配置された部分２８
と、放射状に伸びている周囲のリム部分２２を含む。複数のクリップ要素２０は、カバー
１９の中央部分２８の外面の周辺に配設される。図２で最も明瞭に例証された如くクリッ
プ２０は、カバー１９の中央部分２８を計量カップ１５の頂部に解放可能に固定するため
の計量カップ１５の周囲リム２１に掛合する。また、図１と図２で例証された如く、たわ
みカバー１９のリム２２の外縁部分は、外側の管状ハウジング１の頂部の周辺の外向きフ
ランジ１３によって規定された凹部２６において掛合かつ保有される。柔軟なキャップ１
９が、図１と図２で例証された如く、組み立てられた装置の上に取り付けられた時、カバ
ー１９の中央部分２８は、計量カップ１５の開頂部を閉じ、そして、たわみカバー１９の
周囲部分２２は、フランジ１３の放射状に伸びているリブ１２の間に規定した開領域１４
を含む外側の管状ハウジング１の頂部を覆う。
【００１９】
組み立てられた作動可能な地中状態において、たわみカバー１９の中央部分は、上方へ曲
げられ、図１で示された如く、ドーム状構成を規定する。装置が分解され、そして内側管
が外側管から除去される時、カバー１９の中央部分は、図１に仮線で示された如く、下方
へ押し下げられ、カバーの周囲のリム部分２２を上方へ伸びさせる。リム部分２２を上げ
ることによって、計量カップのラグ１７へ接近させ、上記の如く、外側ハウジングから内
側ハウジングを取り外すために、計量カップと添えられた内側の餌の回転を可能にする。
【００２０】
カバー１９は、従来の弾力性材料から形成され、図１で例証された如く、その開及び閉位
置の間でそれを屈曲させる。保持クリップ又はロック要素２０がカバーの下面から下方へ
配設され、計量カップのリム２１上にパチンとはまり、カバーの外側フランジ部分２２の
周縁が、外側の管状ハウジング１から放射状に突き出るフランジ１３において規定した凹
部２６内に除去可能に収容される配置により、カバーは、不注意で外れることなく、計量
カップと外側ハウジングに関して回転することができる。論じられた如く、カバーの除去
は、中央部分２８への下方力の印加を必要とし、従って、回転動作は、カバーを単独で解
除しない。
【００２１】
図１～図６で例証された装置の動作において、外側の管状ハウジング１は、前選択された
位置の地中へ押し入れられる。外側ハウジングの鋭い前端部は、監視される地形への埋め
込みを促進する。ハウジングは、放射状に伸びているフランジ１３がほぼ地面レベルにあ
るような深さまで押し入れられる。上記のやり方で餌材料を装填された内側の餌管７は、
埋め込まれた外側ハウジング内に収容され、ねじ６に沿った所定の方向において、外側ハ
ウジングに関する内側ハウジングの回転により、除去可能に固定される。上記の如く、内
側の餌管は、計量カップ１５を内側管の開かれた頂端部へ挿入することによって外側ハウ
ジングに関して回転され、計量カップの周囲から伸びるラグ１７は、内側の餌管の上方側
壁において規定した相補的凹部１８に掛合する。このようにして、ラグ１７に掛合するこ
とによる計量カップの回転は、外側ハウジングに関して内側の餌管の回転を生じさせる。
外側ハウジングは、地面にしっかりと植え込まれた状態を維持し、そして、放射状の方向
における外側ハウジングから外側に伸びる反回転要素５の結果回転しない。追加の土壌は
、上方フランジ１３の開領域１４を通って堆積され、外側管の外面と周囲の地形の間の間
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隙又はスペースを閉じる。このようにして、外側ハウジングの外面において規定したスロ
ット又は開口２は、シロアリが直接地形を経て、スロット２に食糧をあさることを可能に
するために、周囲の地形に寄り掛かる。
【００２２】
内側管と外側管、及び計量カップが、地中に植え込まれた後、たわみカバー１９の中央部
分は、計量カップのリム上にパチンと入れられ、そしてカバーの周縁は、外側ハウジング
の上部分から放射状に外側に伸びるフランジ１３において規定された凹部の中に収容され
る。計量カップ１５における水は、今、計量カップの底面３２において規定した開口３０
によって制御された量で、下方の餌材料１０にしたたることを可能にされる。餌材料１０
は、下にしたたる水と混ざることによって活性化される。内側ハウジング７における水の
過剰蓄積は、内側ハウジング７と外側ハウジング１の間に規定したスペース３４に放出口
１１を通って排水される。スペース３４の中の水は、続いて、放出口１１Ａを通って周囲
の地形へ排出される。従って、組み立てられた装置の中の過剰水の蓄積は、内側及び外側
ハウジング上で規定されたそれぞれの排水口１１、１１Ａを経て制御される。検査、交換
又は一般保守のために外側管から内側管を除去することが望まれる時、上で示された操作
は、逆になる。下方力は、カバー１９の上向き中央ドーム部分２８に及ぼされ、図１に仮
線で示された如く、カバー１９の周囲フランジ部分２２を持ち上げる。部分２２が持ち上
げられると、（例えば、適切なツールによる如く）回転させるために、計量カップ上のラ
グ１７への接近が可能となり、これにより、外側ハウジングから内側ハウジングを外すか
又は分離する方向において、ねじ６に沿って外側ハウジングに関して内側の餌管が回転さ
れる。外側ハウジングは、外向きの放射状要素５の結果として、地形にしっかりと植え込
まれる。その際に、内側管は、外側管から取外され、計量カップは、内側管から外され、
そして内側管の中の餌材料は、シロアリ活動のために検査される。餌材料は、内側管が外
側ハウジング内に再び設置される前に、交換される。再設置の手順としは、リードねじ６
に沿って最大角距離だけ外側ハウジングに関する内側ハウジングの回転が必要とされる、
単に内側の餌管を回転させるだけで内側ハウジングの側壁において設けられた開口８が、
外側ハウジングの側壁において設けられた開口２と自動的に再整列され、通路３が再建さ
れる。
【００２３】
本発明の範囲内の他の修正は、技術における当業者には明白になるであろう。例えば、内
側及び外側ハウジングは、管状の構成として示され、各々は、鋭い底端面となっているが
、内側管と外側管の他の構成もまた、本発明の実施において使用される。さらに、内側管
と外側管における開口が、一般に矩形の構成を持つスロットとして例証されたが、開口の
他の構成も、本発明の実施のために使用される。好ましくは、内側及び外側ハウジングと
計量カップは、例えば、適切なプラスチックの如く、従来の軽量の耐久性材料から形成さ
れる。除去可能な上部カバーは、同様に、耐久性の柔軟な材料から形成される。
【００２４】
ここに論じられた発明を実行するための最も良い形態の記述は、実例のみであることを意
図され、発明の範囲を限定するものではなく、その範囲は、クレーム、及び、全ての等価
物によって明確に定められる。
【００２５】
本発明の主なる特徴及び態様は以下のとおりである。
【００２６】
１．シロアリ活動を検出しそして撲滅するためのシロアリ殺虫餌管装置において、地中に
固定して植え込まれる外側ハウジングと、
該外側ハウジング内に取外し可能に収容される内側ハウジングと、
該内側ハウジングを該外側ハウジングに取外し可能に結合するための手段とを具備するシ
ロアリ殺虫餌管装置。
【００２７】
２．該内側及び外側ハウジングを取外し可能に結合するための該手段が、所定の最大角範
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囲を通じて、該外側ハウジングに対して該内側ハウジングを回転させるための手段を含む
上記１に記載の装置。
【００２８】
３．該内側ハウジングが、少なくとも一つの開口を規定し、そして該外側ハウジングが、
少なくとも一つの開口を規定する上記２に記載の装置。
【００２９】
４．該外側ハウジングに対して該内側ハウジングを回転させるための該手段が、所定方向
における該最大角範囲を通した相対回転が、該外側ハウジングにおける該少なくとも一つ
の開口と該内側ハウジングにおける該少なくとも一つの開口を実質的に整列させる如く、
該内側及び外側ハウジングに作動可能に関連される上記３に記載の装置。
【００３０】
５．該外側ハウジングに対して該内側ハウジングを回転させるための該手段が、該内側及
び外側ハウジングのねじ掛合を具備する上記４に記載の装置。
【００３１】
６．該回転手段が、該回転可能な内側ハウジングの部分において単一リードねじを具備し
、該内側ハウジングを該外側ハウジングにねじ結合し、該単一リードねじに沿った該外側
ハウジングに対して該内側ハウジングを回転させる上記５に記載の装置。
【００３２】
７．該外側ハウジングが地中に固定して植え込まれ、該内側ハウジングが該外側ハウジン
グに対して回転される時、該外側ハウジングの回転に対抗するために、該外側ハウジング
の外面から配設された少なくとも一つの外向き要素をさらに含み、該外向き要素が、該外
側ハウジングの該外面から放射状外側に突き出る少なくとも一つのくさび形隆起を具備す
る上記２に記載の装置。
【００３３】
８．該内側ハウジングにおける該少なくとも一つの開口の周りに上昇周囲部分をさらに含
み、該上昇周囲部分が、該内側ハウジングの外面から外側に突き出し、該外側ハウジング
の内面に当接し、該内側ハウジングにおける該少なくとも一つの開口と該外側ハウジング
における該少なくとも一つの開口を連結する連続的通路を規定する上記４に記載の装置。
【００３４】
９．該外側ハウジングから放射状外側に突き出る周囲フランジをさらに含み、該フランジ
は、外側リムと、該外側リムに交差する複数の放射状セグメントと、該放射状セグメント
の間に規定した複数の空間とを規定する上記２に記載の装置。
【００３５】
１０．該内側ハウジングにおける餌材料と混合される水を選択的に放出するために、該内
側ハウジングの上端部において取外し可能に収容された計量カップをさらに含む上記２に
記載の装置。
【００３６】
１１．該内側ハウジングにおいて取外し可能に収容された計量カップと、該外側ハウジン
グから放射状外側に突き出る周囲フランジと、該計量カップと該フランジの上に除去可能
に取り付けられたたわみカバーとをさらに含み、該たわみカバーは、該計量カップのリム
部分に解放可能に掛合するように適合された中央部分を規定し、該たわみカバーは、該外
側ハウジングから外側に突き出る該フランジの外側リム部分において取外し可能に収容さ
れるように適合された外側周囲部分を規定する上記２に記載の装置。
【００３７】
１２．シロアリ活動を検出しそして撲滅するためのシロアリ殺虫餌管装置において、
地中に固定して植え込まれる外側ハウジングと、
該外側ハウジング内に取外し可能に収容される内側ハウジングと、
該内側ハウジングを該外側ハウジングに取外し可能に結合するための手段とを具備するシ
ロアリ殺虫餌管装置。
【００３８】
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１３．シロアリ活動を検出しそして撲滅するための方法において、少なくとも一つの開口
を有する外側ハウジングを固定して地中に植え込む段階と、
外側ハウジングの中に少なくとも一つの開口を設けた内側ハウジングを配置する段階と、
該内側ハウジングを該外側ハウジングに取外し可能に結合し、該内側ハウジング設けた少
なくとも一つの開口と該外側ハウジングに設けた該少なくとも一つの開口を実質的に整列
させるために、該内側及び外側ハウジングのねじ部分に沿って該外側ハウジングに対して
所定最大角距離だけ該内側ハウジングを回転させる段階とを含む方法。
【図面の簡単な説明】
【図１】外側管に収容された内側管と、内側管の上部へ挿入された計量カップと、計量管
と内側管及び外側管の上に取り付けたカバーとを含む、本発明によりシロアリを監視しそ
して撲滅するための装置の断面図を示す。
【図２】図１の装置を例証する斜視図であり、さらに、内側管の対応する区分を露呈する
ために、外側管の区分を切欠きで示す。
【図３】外側管の上部の周辺に配された周囲フランジの上面図である。
【図４】それぞれの管において対応する開口を整列させるために、外側管に突き当たる内
側管の区分を詳細に示す図である。
【図５】図１と図２で例証された内側管の上部に収容された計量カップの斜視図を示す。
【図６】図１と図２に例証された如く、装置の上に取り付けたたわみカバーの上面の斜視
図（Ａ）と底面の斜視図（Ｂ）である。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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